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「清流の国ぎふ」文化祭2024 ともに・つなぐ・みらいへ

文化芸術 　　プログラム

専用アプリなどを利用して
情報を音声として聞くこと
ができます。

筆談対応 途中
入退室可

イベント
手話通訳

イベント
字幕

※配慮が必要な参加者が
いないことが明らかに
なった場合、対応を行
わないことがあります。

～ 文化芸術のチカラで 共創の紡ぎ手の輪をつなぎ みんなでかがやく ～
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現代社会における体育・スポーツ・ダンスの役割や課題
を、人間がより豊かに生きるための人類共通の文化とし
て捉え、身体教育学の分野から多角的な研究を行う。
ダンスの創作を通じて自己の内面に向き合い、心と身体
を開放し、他者の存在認識～相互理解に思いを向ける、
そんな創造性・社会性が育まれていくプロセスを探究。

会　場 ／ 郡上八幡旧庁舎記念館 登録有形文化財（郡上市）
持ち物 ／ なし（動きやすい服装でお越しください）

令和6年

6月30日日  13：00～16：00

講師　熊谷 佳代　岐阜大学教育学部教授
くまがい かよ

ダンスってなんだろう。動くこととは違う。跳んでも回ってもダン
スになるとは限らない。しかし、何もしないで突っ立ってるだ
けなのにダンスなこともある。些細なことにダンスの種を見つけ
たり、ダンスじゃないものをダンスだと言い張る仕事、舞踊家を
やっています。筑波大学大学院人間総合科学研究科修了。
2024年度Dance Base Yokohamaレジデンスアーティスト。

定員
 20名参加

無料

藤村 港平　舞踊家
ふじむら こうへいスペシャル

ファシリテーター

大正11年（1922）に地元の有志により発足。令和４年（2022）に創立100周年を迎えました。先祖代々受け継い
できた「郡上の宝」ともいえる「郡上おどり」を、世代を超えて継承していくため、子どもたちへの踊りやお囃子の指
導など、様々な活動を通じてその楽しさを伝え、伝統を守っています。

やまだ ちゅうへい
ファシリテーター

郡上おどり保存会 会長　山田 忠平 ほか



「清流の国ぎふ」文化祭2024 文化芸術共創プログラム事務局
［ 日本イベント企画株式会社内 ］
日本イベント企画株式会社  〒503-0006 岐阜県大垣市加賀野4-1-19
kyousougifu@ne-planning.com
TEL0584-71-6134　FAX0584-71-6130

□下記注意事項を確認しました。

□手話通訳希望 　□要約筆記希望 　□車いす利用有 　□介助者あり（　　　人）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

配慮希望

メールアドレス

歳

注意事項

ご住所

お名前

ふりがな 年齢

〒

事前予約制です。FAX（下記）または、専用申込フォーム、E-mailのいずれかでお申し込みください。
※定員に達した時点で締め切らせていただきます。
※土曜日、日曜日、祝日にお問い合わせいただいた内容は翌平日以降に回答させていただきます。
※お電話での対応は平日9時～17時となります。

電話番号

FAX番号

※ご提供いただきました住所・氏名等の個人情報につきましては、当事業以外には使用いたしません。また本人の同意なく、第三者への提供もいたしません。適正かつ安全に管理いたします。

※各ワークショップ及び総括フォーラムの会場において、共創映像ワークショップの参加者等が撮影・編集のうえ、「清流の国ぎふ」文化祭2024等で公開する予定です。
※主催者や報道機関等が会場において撮影を行い、テレビ、新聞等で報道されることがあります。
※各ワークショップで制作した作品等は「清流の国ぎふ」文化祭2024で使用するため、お持ち帰りいただけない場合があります。
※諸事情により、内容の変更、開催時期の延期又は中止とする場合があります。

SNSWeb
サイト

YouTubeX（旧Twitter）Instagram

「清流の国ぎふ」文化祭2024についてはこちら

0584-71-6130 ※切り取りは不要です。この用紙のまま送信してください。
※おひとり様１枚にてお送りください。FAX

お申し込み・
お問い合わせ

障がいの有無等にかかわらず、どなたでもご参加いただけます。配慮が必要な方は申し込みの際にお伝えください。

お申し込みは
こちら

文化芸術
共創プログラム
特設サイト

ダンスの経験はまったく必要ありません。身体能力、年齢、性別などによる表現の違い
をそれぞれが楽しみ、自身のカラダを使って表現することの面白さや表現を通した共に創
る喜びを体験します。ユネスコ無形文化遺産「郡上おどり」にヒントを得て、それぞれが
自由に表現しながら自然につながり、みんなで一つの表現をつくり上げていく楽しみを体
験してください。

清流をイメージした動き
を中心にみんなで踊る

身体表現ワークショップ 

楽しむ
襷（たすき）※と身体を
使って「つなぐ」「くぐる」

つくる
「郡上おどり」の動きを使っ
てみんなとつながって踊る

交流
ユネスコ無形文化遺産「郡上おどり」
を郡上おどり保存会と一緒に踊る

学ぶ・触れる

ワークショップの流れ

身体能力や年齢、性別、国籍、価値観の違いを個性として表現を楽しみ、ともにつくることの楽しみを分かち合う。
多様な人たちがまじり合い、認め合うことで、新たな発見があり、喜びがあり、共創のチカラを実感しながら、
皆さん自身が共創の紡ぎ手となるプロセスを学ぶプロジェクトです。

文化芸術
共創プログラム

共創映像
ワークショップ
（第1回）6/23日
（第2回）9/21土

クラフト表現
ワークショップ

（第1回）8/10土  （第2回）8/11日㊗
（第3回）8/25日  （第4回）9/ 7 土

日本画表現
ワークショップ
8/12月○振休

音楽表現
ワークショップ

8/31土

総括フォーラム
～ともに・つなぐ・みらいへ～

11/3日㊗

※昨年度のクラフトワークショップで作成した襷（たすき）を使用します。

文化芸術共創プログラム

ワークショップ・
フォーラムのご案内
PHOTO
昨年度のワークショップ等の様子


